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た
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組
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◆
視
察
月
日
　
７
月
３
日
〜
５
日�

◆
視

察

市
　
東
京
都
　
練
馬
区�

　
　
　
　
　
　
神
奈
川
県
　
小
田
原
市�

◆
視
察
項
目�

　
・
練
馬
区
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り�

　
・
練
馬
区
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制

　
　
度
導
入�

　
・
小
田
原
市
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み�

　
・
小
田
原
市
登
校
支
援
強
化
事
業�

��

　
練
馬
区
に
は
現
在
分
室
、
受
け
取
り
窓

口
を
含
め
14
の
図
書
館
が
あ
り
、
そ
の
中

で
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
の

は
６
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

直
営
が
６
施
設
、
委
託
が
２
施
設
で
、
今

後
直
営
の
１
施
設
で
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
中

央
館
的
機
能
館
、
図
書
館
専
門
員
主
体
館
、

常
勤
職
員
主
体
館
と
し
て
３
施
設
は
直
営

を
維
持
す
る
予
定
と
伺
っ
た
。
指
定
管
理

者
制
度
導
入
の
図
書
館
で
は
、
市
民
の
反

応
は
す
こ
ぶ
る
良
好
で
、
当
初
反
対
さ
れ

た
方
々
も
現
在
は
理
解
を
示
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。�

��

　
小
田
原
市
で
は
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
毎
年
発
行
し
、
急
病
、
赤
ち
ゃ
ん
、
子

育
て
、
予
防
接
種
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
、
成

人
健
診
、
各
医
療
機
関
一
覧
を
掲
載
し
て

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
、
新
た
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
一
部
助
成
の
取
り
組
み

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
脳
血
管
疾

患
死
亡
率
が
神
奈
川
県
内
で
ワ
ー
ス
ト
１

と
の
医
師
会
か
ら
の
指
摘
を
受
け
、
そ
の

対
策
に
重
点
を
置
き
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
24
年
度
は
、
小
田
原
市
の
健
康
状

態
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
小
田
原
市
の
死
亡
状
況
を
知
っ
て
も

ら
お
う
事
業
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
を
活
用
し
た
健
康
情
報
の
発
信

な
ど
の
事
業
を
行
っ
た
。
25
年
度
は
食
生

活
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

脳
血
管
疾
患
の
原
因
を
探
り
、
よ
り
具
体

的
な
予
防
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
む
と
し

て
い
た
。�

��
　
24
年
度
の
小
中
学
校
の
不
登
校
者
数
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
中
学
校
で
32
人
減

の
１
６
４
人
、
小
学
校
で
23
人
減
の
47
人

と
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
。
減
少
理
由

と
し
て
は
、
校
内
支
援
体
制
の
充
実
や
早

期
発
見
・
早
期
対
応
の
取
り
組
み
、
保
護

者
と
の
連
携
、
不
登
校
者
へ
の
支
援
の
充

実
、
「
横
浜
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ

ー
Ｑ
Ｕ
」
を
活
用
し
た
未
然
防
止
の
取
り

組
み
、
教
育
委
員
会
や
教
育
相
談
指
導
学

級
、
関
係
機
関

と
の
積
極
的
な

連
携
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
今

後
は
、
特
に
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
対

策
に
重
点
を
お

い
た
取
り
組
み

を
強
化
し
た
い

と
の
こ
と
だ
っ

た
。
　（
伊
藤
）�

◆
視
察
月
日
　
６
月
26
日
〜
28
日�

◆
視

察

市
　
愛
知
県
　
安
城
市�

　
　
　
　
　
　
三
重
県
　
松
阪
市�

◆
視
察
項
目�

　
・
安
城
市
農
業
基
本
条
例
の
取
り
組
み�

　
・
安
城
市
環
境
首
都
を
目
指
し
た
取
り
組
み�

　
・
松
阪
市
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
方
針�

　
・
松
阪
市
顔
の
見
え
る
家
づ
く
り�

�

　�　
安
城
市
で
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
農
業

の
再
構
築
を
目
的
に
取
り
組
み
を
進
め
、

平
成
17
年
度
に
、
市
、
農
業
者
、
事
業
者
、

農
業
団
体
及
び
市
民
の
責
務
を
明
ら
か
に

し
、
農
業
が
支
え
る
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
安
城
市
農

業
基
本
条
例
を
制
定
し
た
ほ
か
、
食
料
・

農
業
・
交
流
基
本
計
画
も
策
定
し
、
農
業

の
振
興
及
び
市
民
が
農
業
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。�

��

　
環
境
首
都
を
実
現
す
る
た
め
、
環
境
実

践
活
動
を
進
め
る
人
づ
く
り
、
水
環
境
の

再
生
と
杜
づ
く
り
、
健
康
的
で
環
境
に
や

さ
し
い
交
通
環
境
づ
く
り
と
い
う
３
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。�

取
り
組
み
内
容
と
し
て
は
、
平
成
15
年
度

か
ら
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
実
施
し
、

小
中
学
校
等
へ
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
継

続
的
に
派
遣
し
て
い
る
ほ
か
、
自
転
車
走

行
区
間
の
整
備
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業

な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
環
境
意
識
の
高
さ
が
伺
え
た
。�

��

　
松
阪
市
は
三
重
県
の
11
％
の
面
積
を
占

め
そ
の
う
ち
７
割
が
森
林
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
材
や
あ
か
ね
材
（
虫
食
い
材
）

の
利
用
を
推
進
し
、
林
業
の
振
興
に
努
め

て
い
る
。
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
木
材
利
用
方
針

を
策
定
し
、
積
極
的
に
松
阪
市
産
の
木
材

の
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。�

��

　
地
域
材
の
利
用
拡
大
に
取
り
組
む
た
め

林
業
、
木
材
関
係
、
商
工
会
議
所
、
市
な

ど
で
組
織
さ
れ
た
「
顔
の
見
え
る
松
阪
の

家
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
平
成
16
年
８

月
に
設
立
し
、
住
宅
建
設
に
地
元
産
材
の

利
用
促
進
と
施
主
と
施
工
者
の
顔
が
見
え

る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
木
造

住
宅
の
新
築
に
当

た
り
、
松
阪
市
産

の
木
材
を
使
用
し
、

地
元
の
住
宅
建
設

会
社
が
施
工
す
る

場
合
、
15
万
円
の

支
援
金
を
支
給
し

て
い
る
。�

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
視
察�

◆
伊
勢
二
見
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
光
の
街�

◆
あ
い
ち
臨
空
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
研
究

　
エ
リ
ア�

　
太
陽
光
発
電
・
風
力
発
電
、
燃
料
電
池
分

野
、
そ
の
他
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の

実
証
研
究
施
設
等
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。�

（
渡
辺
）�


